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器
）
の
使
い
方
な
ど
、
同
市
消

防
職
員
や
女
性
消
防
団
員
（
デ

ー
ジ
ー
分
団
）
の
指
導
の
も

と
、
体
験
し
て
い
ま
し
た
。 

 

体
験
し
た
市
民
の
方
か
ら

は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
知
っ
て
い
る

が
、
使
っ
た
事
が
無
か
っ
た
の

で
良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
に

は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
パ

ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
同
市
消
防

本
部
予
防
課
職
員
に
よ
る
普

及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
三
重
県
看
護
協
会
津
地
区

支
部
か
ら
は
、
健
康
・
介
護
相

談
や
血
圧
・
骨
密
度
測
定
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
市

民
の
各
種
健
康
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
し
た
。 

ＡＥＤの取扱いについて説明を受ける家族の方 

○○
シシ
ョョ
ッッ
ピピ
ンン
ググ
モモ
ーー
ルル
でで  

救救
急急
フフ
ェェ
アア
をを
開開
催催  

急
な
怪
我
や
病
気
の
と
き
に
行

う
、
応
急
手
当
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
九
月
七

日
、
津
サ
テ
ィ
で
「
救
急
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
救
急
の
日
（
九
月
九
日
）
と

救
急
医
療
週
間
（
九
月
七
日
～
十
三

日
）
に
ち
な
ん
で
、
救
急
業
務
へ
の

理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
、
津
市
消

防
本
部
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
買
い
物
客
や
家

族
連
れ
の
親
子
な
ど
が
訪
れ
、
簡
単

な
応
急
手
当
の
仕
方
や
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動 
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○○
三三
重重
県県
総総
合合
防防
災災
訓訓
練練
をを  

  
  

県
訓
練
は
、
地
元
住
民
や
県
内
消
防

本
部
、
警
察
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

県
内
の
企
業
な
ど
約
七
十
団
体
の
五

千
人
が
参
加
し
、
防
災
関
係
車
両
百

三
十
台
、
航
空
機
九
機
を
使
い
、
災

害
対
応
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

津
市
消
防
本
部
か
ら
は
、
地
震
の

混
乱
か
ら
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
（
毒
劇
物
テ

ロ
）
が
発
生
し
た
事
を
想
定
し
、
救

助
工
作
車
、
救
急
車
、
災
害
支
援
ト

ラ
ッ
ク
の
車
両
三
台
、
職
員
十
人
が

参
加
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
し
た
。 

野
呂
昭
彦
知
事
は
「
各
機
関
で
相

互
応
援
の
連
携
に
つ
い
て
、
研
鑽
を

深
め
て
、
自
ら
の
ま
ち
を
自
ら
で
守

る
事
が
大
切
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。 

 

九
月
七
日
、
東
海
、
東
南
海
地
震

を
想
定
し
た
三
重
県
総
合
防
災
訓
練

が
伊
勢
市
に
あ
る
県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

県
営営
ササ
ンン
アア
リリ
ーー
ナナ
でで
実実
施施  

  
  
  
  
  

感

      

感
謝
状
を
受
領
し
た
久
保
さ
ん

は
、
「
改
め
て
火
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
火
事
に
は
今
後
も

注
意
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。 

  

久
保
さ
ん
は
、
八
月
二
十
八
日

に
津
市
芸
濃
町
椋
本
地
内
で
発
生

し
た
建
物
火
災
で
、
仕
事
で
偶
然

に
通
り
が
か
っ
た
際
、
早
期
に
一

一
九
番
通
報
を
行
う
と
と
も
に
、

自
ら
の
車
両
に
積
載
し
て
い
た
消

火
器
で
初
期
消
火
を
行
い
、
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
ま
し
た
。 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
大
地
震
が
発
生

し
、
負
傷
し
た
多
く
の
付
近
の

人
が
病
院
へ
駆
け
付
け
た
事

を
想
定
。
久
居
署
救
急
隊
員
が

多
数
の
負
傷
者
を
病
院
玄
関

前
に
設
営
さ
れ
た
ト
リ
ア
ー

ジ
（
負
傷
程
度
に
よ
り
、
治
療

の
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
）

セ
ン
タ
ー
に
繰
り
返
し
搬
送

を
行
い
、
医
師
や
看
護
師
に
よ

る
ト
リ
ア
ー
ジ
が
手
際
よ
く

行
わ
れ
ま
し
た
。 

三
重
大
学
武
田
多
一
准
教

授
は
「
実
際
の
地
震
災
害
で

は
、
被
災
者
へ
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
の
気
配
り
を
し
て
も
、
被

災
者
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

と
感
じ
な
い
の
が
普
通
で
あ

り
、
今
後
の
対
応
に
活
か
せ
て

下
さ
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。 

導
員
科
が
開
か
れ
、
津
市
津
消
防
団

デ
ー
ジ
ー
分
団
か
ら
、
分
団
長
の
櫻

川
政
子
さ
ん
が
入
校
し
ま
し
た
。 

女
性
消
防
団
員
が
消
防
団
員
指
導

員
科
に
入
校
す
る
の
は
、
県
内
で
初

め
て
の
こ
と
で
、
指
導
者
と
し
て
の

責
務
、
危
機
管
理
能
力
の
向
上
、
安

全
管
理
の
重
要
性
な
ど
を
中
心
に
行

わ
れ
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
（
実
燃
型
建
物
火
災

消
火
訓
練
施
設
）
を
使
用
し
て
の
現

場
指
揮
要
領
も
行
い
ま
し
た
。 

櫻
川
さ
ん
は
、
「
指
導
す
る
難
し

さ
、
特
に
部
下
を
育
て
る
と
い
う
こ

と
は
、
最
終
的
に
自
分
自
身
を
育
て

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
今
回
の
研
修
で
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
消

防
団
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

○○
医医
療療
機機
関関
でで
防防
災災
訓訓
練練  

 

九
月
四
日
、
三
重
中
央
医
療
セ

ン
タ
ー
で
久
居
消
防
署
久
居
署
の

隊
員
も
参
加
し
て
、
防
災
訓
練
が 

○○
初初
期期
消消
火火
協協
力力
者者
にに  

感
謝謝
状状
をを
贈贈
呈呈 

 

津
市
北
消
防
署
北
署
で
、
九
月

十
二
日
、
初
期
消
火
に
協
力
し
た

志
摩
市
在
住
の
久
保
健
児
さ
ん
に

村
山
好
昭
北
消
防
署
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

○○
県県
内内
初初
！！
消消
防防
団団
指指
導導
員員
科科

にに
女女
性性
団団
員員
がが
入入
校校  

九
月
五
日
か
ら
三
日
間
、
県
消
防

学
校
で
平
成
二
十
年
度
消
防
団
員
指

↑初期消火に協力し被害を

最小限に抑えた久保さん

↑訓練に参加する津市消防

本部の車両

↑ＮＢＣ災害に対応する津

市消防本部の隊員

↑消防団員指導員科の皆さ

ん（一番右端が櫻川さん） 

↑三重中央医療センターの玄関前

に設営されたトリアージセンター 
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津津
市市
北北
消消
防防
署署  

署署
長長  

消消
防防
監監  

村村
山山  

好好
昭昭  

 

津
市
北
消
防
署
の
管
轄
は
、
津
市
の
北
東
部

に
位
置
す
る
白
塚
、
一
身
田
、
栗
真
を
始
め
北

西
部
の
大
里
、
高
野
尾
地
区
な
ら
び
に
旧
安
芸

郡
の
河
芸
町
、
芸
濃
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

管
内
の
特
色
は
、
海
岸
地
区
の
漁
業
の
町
、

田
園
地
区
の
農
業
の
町
、
山
間
部
の
林
業
の
町

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
伴
い
災
害
も
多
種
多
様
化
す
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
れ
ら
の
災
害
に
対
し
、
日
夜
、
臨
戦
態

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。 

組
織
体
制
は
、
北
署
を
中
心
に
河
芸
分
署
・

芸
濃
分
署
の
一
署
二
分
署
体
制
で
署
員
を
配

置
し
て
お
り
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
勤
め
て
い
ま
す
。 

↑北消防署 芸濃分署 

 津市芸濃町6141-1 

 TEL 265-2500 

ま
た
、
予
防
業
務
に
あ
っ
て
は
、
予
防

担
当
を
配
置
し
、
防
火
対
象
物
に
対
す
る

法
的
指
導
、
予
防
活
動
、
火
災
原
因
調
査

の
指
導
お
よ
び
各
種
統
計
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

署
員
は
、
地
区
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、
消
防
隊
・
救
急
隊
お
よ
び
救
助

隊
の
各
隊
は
、
機
器
の
整
備
や
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。
平
成
二
十
年
三
月
に
は
、

芸
濃
分
署
を
旧
庁
舎
か
ら
芸
濃
庁
舎
（
芸

濃
総
合
支
所
）
内
に
移
転
し
、
ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
面
の
充
実
を
図
り
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
は
天
災
・
人
災

と
様
々
な
要
素
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
で

す
。
特
に
人
災
は
一
人
ひ
と
り
が
細
心
の

注
意
を
払
え
ば
軽
減
で
き
る
も
の
で
す
。

災
害
の
無
い
住
み
よ
い
明
る
い
街
作
り
の

た
め
、
北
消
防
署
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力

す
る
所
存
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
北
消
防
署
は
、
防
火
・
防
災
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
開
か
れ
た
消
防
署

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
消
防
業
務
に

関
す
る
ご
相
談
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
御
来

署
く
だ
さ
い
。 

 

次
号
は
、
久
居
署
を
特
集
予
定
で
す
。 

 

特特特集集集！！！   所所所属属属紹紹紹介介介！！！   津津津市市市北北北消消消防防防署署署   ～～～管管管内内内ははは私私私たたたちちちががが守守守りりりままますすす～～～   

庶

↑北消防署 河芸分署 

 津市河芸町上野3824 

 TEL 245-0119 

↑北消防署 北署 

 津市栗真中山町816-2 

 TEL 232-3092 

北北署署  

河河芸芸分分署署 

庶務務予予防防担担当当  

芸芸濃濃分分署署  

 
北北
消消
防防
署署
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○○
編編
集集
後後
記記  

九
月
十
二
日
、
い
つ
も
と
変
わ

り
な
く
勤
務
を
し
て
い
る
と
一
本

の
電
話
が
鳴
り
ま
し
た
。
「
あ
の
、

明
日
本
当
に
大
地
震
が
来
る
の
で

し
ょ
う
か
？
科
学
的
根
拠
は
あ
る

の
で
す
か
？
」
も
う
一
度
問
い
た

だ
し
て
み
る
と
、
子
供
が
友
人
か

ら
明
日
大
地
震
が
来
る
と
聞
い
た

と
言
っ
て
お
り
、
近
所
の
奥
さ
ん

も
防
災
グ
ッ
ズ
を
揃
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
あ
る
予

言
師
が
十
三
日
に
大
地
震
が
来
る

と
の
予
言
を
し
、
そ
れ
が
一
部
の

テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

流
行
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

幸
い
に
も
予
言
は
外
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
機
会
に
防
災
用
品
を

揃
え
た
り
、
家
族
で
防
災
を
語
る

機
会
が
増
え
、
一
役
買
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
（
大
東
雄
一
） 

☆☆  1100 月月のの主主なな行行事事  ☆☆  
 

・10 月 9 日（木） 

 職場防災協議会 

 （メッセウィングみえ）  

・10 月 19 日（火） 

 栗葉地区敬老会・音楽隊出演 

 （栗葉小学校 体育館）   

・10 月 28 日（火） 

 秋の音楽鑑賞会・音楽隊出演 

 （高茶屋小学校 体育館）

○
平
氏
発
祥
伝
説
地
・忠
盛
塚 

現
在
市
内
の
産
品
地
区
に
は

「
忠
盛
塚
」
と
い
わ
れ
る
小
塚
が
あ

り
ま
す
。
正
式
に
は
「
平
氏
発
祥
伝

説
地
」
と
言
い
、
こ
の
塚
は
平
忠
盛

が
生
ま
れ
た
時
の
胞
衣
（
え
な
）
を

埋
め
た
「
胞
衣
塚
」
と
も
言
わ
れ
産

湯
を
使
っ
た
と
さ
れ
る
産
湯
池
も
残

っ
て
い
ま
す
。 

伊
勢
の
国
は
、
武
家
の
棟
梁
、
平 

氏
の
根
拠
地
で
あ
り
、
数
あ
る
平
氏

の
中
で
、
最
も
頭
角
を
現
し
た
の
が

桓
武
（
か
ん
む
）
天
皇
の
流
れ
を
く

む
伊
勢
平
氏
で
平
維
衡
（
た
い
ら
の

こ
れ
ひ
ら
）
が
伊
勢
守
と
し
て
在
任

し
て
以
来
、
平
氏
が
代
々
伊
勢
国
や

伊
賀
国
に
勢
力
を
張
っ
た
と
言
わ
れ

て
お
り
忠
盛
も
そ
の
一
人
で
す
。
忠

盛
と
は
歴
史
上
で
よ
く
知
ら
れ
る
平

清
盛
の
父
で
あ
り
、
武
士
の
中
で
初

め
て
昇
殿
（
天
皇
が
日
常
住
む
清
涼

殿
の
殿
上
の
間
に
出
入
り
す
る
こ

と
）
を
許
さ
れ
、
朝
廷
内
に
平
氏
の

勢
力
を
確
立
し
、
平
氏
政
権
の
基
礎

を
築
い
た
人
物
で
す
。 

～～  ８８月月中中のの災災害害  ～～  

火火  災災      99 件件（（8833 件件））  

救救  急急  998811 件件（（77,,660033 件件））  

救救  助助    1133 件件（（9933 件件））  
          （（））内内はは HH2200 年年累累計計  

平
氏
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
忠
盛

だ
か
ら
こ
そ
、
忠
盛
塚
が
「
平
氏
発

祥
伝
説
地
」
と
言
わ
れ
る
由
縁
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
忠

盛
出
生
地
の
こ
と
も
歴
史
的
事
実
を

文
献
で
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
な
よ

う
で
未
だ
伝
説
の
域
を
出
ま
せ
ん

が
、
古
く
よ
り
伊
勢
国
の
重
要
な
地

で
あ
っ
た
安
濃
津
だ
け
に
、
歴
史
を

大
き
く
動
か
し
た
平
氏
と
の
関
わ
り

が
、
伝
説
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。（
村
主
充
孝
） 

ごご家家庭庭にに住住宅宅火火災災警警報報器器をを設設置置しし

ままししょょうう！！  
消消防防法法のの一一部部改改正正及及びび火火災災予予防防条条例例のの

改改正正にによよりり、、平平成成 2200 年年 66 月月かからら住住宅宅用用

火火災災警警報報器器のの設設置置がが義義務務付付けけらられれまましし

たた。。  

↑9月12日、久居消防署久居

署において、救急週間に伴

い、救急シュミレーション訓

練が行われました 

↑ 津市産品地内にある忠盛塚 
↑武家百人一首（玉蘭斎貞秀

画）

↑9月 14 日、河芸町で行

われた、平成20年度豊津

地区敬老会に津市消防音

楽隊も参加しました 

↓9月27日、高岡幼稚

園の運動会にて、防火

パレードが行われ、園

児の演奏等が行われま

した。 


